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〔教育研究上の目的〕

カトリック神学の教育研究を軸として，キリスト教的価値観にもとづく教育研究をとおしてより良い世界の構築に寄与

すること

〔人材養成の目的〕

より良い世界の構築に貢献するために，キリスト教的価値観にもとづく教養を備えた地球市民を養成し，カトリック教

会の聖職者・教職者を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学部では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

カトリック神学とその価値観の基礎を修得し，それにもとづいて現代世界における諸問題に学問的にアプローチし，ま

た実践的にコミットできる能力

学生が選択した「系」の分野に関して充分に精通し，当該領域の諸問題について分析・考究する能力

神学を研究するための調査・論考・発表に関するアカデミック・スキルズ

学生が選択した「系」の分野に沿ったテーマで卒業論文を完成させる能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学部では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次のような科目群によりカリキュラムを編成しています。

カトリック神学の基礎的素養を養う科目群

学生が選択する「系」（神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系）に沿って，学生が各自の関心に従い，より専門

的に勉学を深めるための選択必修科目群

神学を研究するための調査・論考・発表に関するアカデミック・スキルズを養う必修科目群

神学の勉学を総合する卒業論文執筆に向けた，問題解決と発表の能力を育てるための必修科目群

教皇庁認可神学部共通の国際的学位（ ）を取得するための基準に則した神学専門科目，また教会の必要に

応えるための宣教実務に関する科目
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年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

情 報 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 ［必修 単位，選択必修 単位，選択 単位］

合 計 単位

【宣教実務系】

年次生以降

宣教実務系の学科科目は 年度入学の学生（学生番号： ×××）は，下記のとおりとなります

学 科 科 目 単位 ［必修 単位，選択必修 単位，選択 単位］

合 計 単位

※学科科目の履修の流れは，履修上の注意「宣教実務系」の注意書きを熟読すること。

選択必修（ 単位）は，開講科目担当表にある諸分野（＜哲学： 単位＞，＜旧約聖書： 単位＞，

＜新約聖書： 単位＞，＜教義神学： 単位＞，＜実践神学： 単位＞）から，規定単位数以上を履修すること。

年次生

宣教実務系の学科科目は 年度入学の学生（学生番号： ×××）は，下記のとおりとなります

学 科 科 目 単位 ［必修 単位，選択必修 単位，選択 単位］

合 計 単位

※学科科目の履修の流れは，履修上の注意「宣教実務系」の注意書きを熟読すること。

選択必修（ 単位）は，開講科目担当表にある諸分野（＜哲学： 単位＞，＜旧約聖書： 単位＞，

＜新約聖書： 単位＞，＜教義神学： 単位＞，＜実践神学： 単位＞）から，規定単位数以上を履修すること。

～ 年次生

年度以前入学の学生（例：学生番号： ×××）の学科科目は，下記のとおりとなります

学 科 科 目 単位 ［必修 単位，選択必修 単位，選択 単位］

合 計 単位

※学科科目の履修の流れは，履修上の注意「宣教実務系」の注意書きを熟読すること。

選択必修（ 単位）は，開講科目担当表にある諸分野（＜哲学： 単位＞，＜旧約聖書： 単位＞，

＜新約聖書： 単位＞，＜教義神学： 単位＞，＜実践神学： 単位＞）から，規定単位数以上を履修すること。

― ―

神学科 

．卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学 科 科 目 単 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目（選択必修） 単位

学 科 科 目 単位 学科専門科目（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 ［必修 単位，選択必修 単位，選択 単位］

合 計 単位
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年度以前入学の学生（例：学生番号： ×××）の学科科目は，下記のとおりとなります

学 科 科 目 単位 ［必修 単位，選択必修 単位，選択 単位］

合 計 単位

※学科科目の履修の流れは，履修上の注意「宣教実務系」の注意書きを熟読すること。

選択必修（ 単位）は，開講科目担当表にある諸分野（＜哲学： 単位＞，＜旧約聖書： 単位＞，

＜新約聖書： 単位＞，＜教義神学： 単位＞，＜実践神学： 単位＞）から，規定単位数以上を履修すること。

― ―
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．卒業に要する科目，単位数の最低基準
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― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる
※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ
キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅰ
神と人間Ⅰ

神学アカデミック・
スキルズ

キリスト教と哲学Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅱ
イエス・キリストⅠ

キリストの教会Ⅰ

卒業論文ゼミナール
シンボルとサクラメン

トⅠ

卒業論文Ⅰ
卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説
（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系
キリスト教倫理系
キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語
③現代語（ 単位まで）④演習科目 ⑤課程科目（実習を除く）

⑥他学部他学科開講科目 ⑦全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由
選択

（注 ）語学科目の履修方法については， ～を参照。

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語（ 単位まで）

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目
⑥全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意①学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。
※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。

― ―

．標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ
キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅰ
神と人間Ⅰ

神学アカデミック・
スキルズ

キリスト教と哲学Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅱ
イエス・キリストⅠ

キリストの教会Ⅰ

シンボルとサクラメン
トⅠ

卒業論文Ⅰ
卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説
（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系
キリスト教倫理系
キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語
③現代語（ 単位まで）④演習科目 ⑤課程科目（実習を除く）

⑥他学部他学科開講科目 ⑦全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由
選択

（注 ）語学科目の履修方法については， ～を参照。

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語（ 単位まで）

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目
⑥全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意①学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。
※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。
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神

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
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単
位
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単
位
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単
位
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選
択
必
修

キリスト教人間学
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単
位
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選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる
※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ
キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅰ
神と人間Ⅰ

神学アカデミック・
スキルズ

キリスト教と哲学Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅱ
イエス・キリストⅠ

キリストの教会Ⅰ

卒業論文ゼミナール
シンボルとサクラメン

トⅠ

卒業論文Ⅰ
卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説
（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系
キリスト教倫理系
キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語
③現代語（ 単位まで）④演習科目 ⑤課程科目（実習を除く）

⑥他学部他学科開講科目 ⑦全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由
選択

（注 ）語学科目の履修方法については， ～を参照。

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語（ 単位まで）

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目
⑥全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意①学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。
※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。

― ―

．標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ
キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅰ
神と人間Ⅰ

神学アカデミック・
スキルズ

キリスト教と哲学Ⅰ
キリスト教の歴史Ⅱ
イエス・キリストⅠ

キリストの教会Ⅰ

シンボルとサクラメン
トⅠ

卒業論文Ⅰ
卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説
（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系
キリスト教倫理系
キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語
③現代語（ 単位まで）④演習科目 ⑤課程科目（実習を除く）

⑥他学部他学科開講科目 ⑦全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由
選択

（注 ）語学科目の履修方法については， ～を参照。

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語（ 単位まで）

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目
⑥全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意①学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。
※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。
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― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語もしくはラテン語 英語もしくはラテン語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ

キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ

キリスト教倫理Ⅱ

キリスト教と哲学Ⅰ

キリスト教と哲学Ⅱ

神学アカデミック・

スキルズ

キリスト教の歴史Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅱ

卒業論文ゼミナール 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説

（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語 ③演習科目

④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由選択

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意 ）学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。

※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる
※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ
キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ
キリスト教倫理Ⅱ

キリスト教と哲学Ⅰ
キリスト教と哲学Ⅱ

神学アカデミック・
スキルズ
キリスト教の歴史Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅱ

卒業論文ゼミナール 卒業論文Ⅰ
卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説
（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系
キリスト教倫理系
キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語
③現代語（ 単位まで）④演習科目 ⑤課程科目（実習を除く）

⑥他学部他学科開講科目 ⑦全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由
選択

（注 ）語学科目の履修方法については， ～を参照。

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語（ 単位まで）

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目
⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意①学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。
※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。
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神

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語もしくはラテン語 英語もしくはラテン語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ

キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ

キリスト教倫理Ⅱ

キリスト教と哲学Ⅰ

キリスト教と哲学Ⅱ

神学アカデミック・

スキルズ

キリスト教の歴史Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅱ

卒業論文ゼミナール 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説

（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語 ③演習科目

④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由選択

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意 ）学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。

※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる
※ 語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

〇 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位
）

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ
キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ
キリスト教倫理Ⅱ

キリスト教と哲学Ⅰ
キリスト教と哲学Ⅱ

神学アカデミック・
スキルズ
キリスト教の歴史Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅱ

卒業論文ゼミナール 卒業論文Ⅰ
卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説
（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系
キリスト教倫理系
キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語
③現代語（ 単位まで）④演習科目 ⑤課程科目（実習を除く）

⑥他学部他学科開講科目 ⑦全学共通科目（必修科目を除いて 単位まで）から自由
選択

（注 ）語学科目の履修方法については， ～を参照。

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語（ 単位まで）

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目
⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意①学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。
※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。
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― ―

．履修上の注意

共通

① 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することはできない。

（注 ）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ること

はできない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最

高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談すること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

② 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

卒業論文

法律一般

宗教学

宗教・哲学

社会学

教職科目

神学

③ 学部 年次生に限り，所定の条件を満たせば大学院科目の履修が認められ，大学院進学後は大学院学則の定めによる単

位数まで既修科目として認定される。

履修登録できる科目は下記のとおりである。ただし，学部卒業に必要な単位としては認められないので注意すること。

「入信の秘跡」，「聖餐の秘跡」，「ゆるしと叙階の秘跡」，「基礎神学Ⅰ／Ⅱ」，「マリア論」，「日本キリスト教史」，

「教父学」，「東方キリスト教学」，「倫理神学特講Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ／Ⅳ」，「恩恵論」，「宣教学特講Ⅰ／Ⅱ」，「現代の霊

性Ⅰ／Ⅱ」，「キリスト教ラテン語原典研究」，「聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代イスラエル史）」

④ 「卒業論文Ⅰ／Ⅱ」について

卒業論文のためには，定められた時期までに学科の専任教員の中から指導者を選び，テーマと方法について相談し，

神学科事務室に届けること。卒業論文は，必ず神学科専任教員の主査のもとで作成する。

卒業論文は必修科目であるが，履修中止（ ）を認める。

「卒業論文Ⅱ」は「卒業論文Ⅰ」の履修を前提とする。留学・休学などやむを得ぬ理由がある場合は，学科長の許

可を受けて，「卒業論文Ⅰ」を 年次秋学期に履修することができる。同様に「卒業論文Ⅱ」を春学期に履修すること

ができる。ただし「卒業論文Ⅱ」は「卒業論文Ⅰ」の履修を前提とするという条件は守らなければならない。

卒業論文の提出要領は，下記の通りである。

ア 規格：特に指定無し

イ 綴じ方：特に指定無し

ウ 期間： 月 日（月）～ 月 日（火）

エ 時間： ： ～ ： ※時間厳守

オ 場所：神学部共用室（ 号館 階）

カ 卒業論文の控えを神学部事務室に一部提出する。

キ 剽窃チェックのため，文書データを学科長の指示に従い提出する。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ウエルネスと身体

情報リテラシー演習

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語もしくはラテン語 英語もしくはラテン語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ

キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ

キリスト教倫理Ⅱ

キリスト教と哲学Ⅰ

キリスト教と哲学Ⅱ

神学アカデミック・スキ

ルズ

キリスト教の歴史Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅱ

卒業論文ゼミナール 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説

（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語 ③演習科目

④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意 ）学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。

※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。
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神

― ―

．履修上の注意

共通

① 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することはできない。

（注 ）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ること

はできない。

（注 ） 年次生以上の資格取得のための履修の場合，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最

高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談すること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

② 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 ～を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

卒業論文

法律一般

宗教学

宗教・哲学

社会学

教職科目

神学

③ 学部 年次生に限り，所定の条件を満たせば大学院科目の履修が認められ，大学院進学後は大学院学則の定めによる単

位数まで既修科目として認定される。

履修登録できる科目は下記のとおりである。ただし，学部卒業に必要な単位としては認められないので注意すること。

「入信の秘跡」，「聖餐の秘跡」，「ゆるしと叙階の秘跡」，「基礎神学Ⅰ／Ⅱ」，「マリア論」，「日本キリスト教史」，

「教父学」，「東方キリスト教学」，「倫理神学特講Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ／Ⅳ」，「恩恵論」，「宣教学特講Ⅰ／Ⅱ」，「現代の霊

性Ⅰ／Ⅱ」，「キリスト教ラテン語原典研究」，「聖書神学研究ゼミナールⅠ（古代イスラエル史）」

④ 「卒業論文Ⅰ／Ⅱ」について

卒業論文のためには，定められた時期までに学科の専任教員の中から指導者を選び，テーマと方法について相談し，

神学科事務室に届けること。卒業論文は，必ず神学科専任教員の主査のもとで作成する。

卒業論文は必修科目であるが，履修中止（ ）を認める。

「卒業論文Ⅱ」は「卒業論文Ⅰ」の履修を前提とする。留学・休学などやむを得ぬ理由がある場合は，学科長の許

可を受けて，「卒業論文Ⅰ」を 年次秋学期に履修することができる。同様に「卒業論文Ⅱ」を春学期に履修すること

ができる。ただし「卒業論文Ⅱ」は「卒業論文Ⅰ」の履修を前提とするという条件は守らなければならない。

卒業論文の提出要領は，下記の通りである。

ア 規格：特に指定無し

イ 綴じ方：特に指定無し

ウ 期間： 月 日（月）～ 月 日（火）

エ 時間： ： ～ ： ※時間厳守

オ 場所：神学部共用室（ 号館 階）

カ 卒業論文の控えを神学部事務室に一部提出する。

キ 剽窃チェックのため，文書データを学科長の指示に従い提出する。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ウエルネスと身体

情報リテラシー演習

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語もしくはラテン語 英語もしくはラテン語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

必
修
（

単
位
）

キリスト教学入門Ⅰ

キリスト教学入門Ⅱ

キリスト教倫理Ⅰ

キリスト教倫理Ⅱ

キリスト教と哲学Ⅰ

キリスト教と哲学Ⅱ

神学アカデミック・スキ

ルズ

キリスト教の歴史Ⅰ

キリスト教の歴史Ⅱ

卒業論文ゼミナール 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

旧約聖書概説

新約聖書概説

（

単
位
）

選
択
必
修

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

（

単
位
）

選
択

神学系

キリスト教倫理系

キリスト教文化系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語 ③演習科目

④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

○ 宣教実務系のみ対象の学科科目（選択必修・選択※）

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

選
択
必
修

宣教実務系

（

単
位
）

選
択 宣教実務系

①選択必修科目のうち，選択した系以外の系から ②古典語・現代語

③演習科目 ④課程科目（実習を除く） ⑤他学部他学科開講科目

⑥全学共通科目（ 単位まで）から自由選択

※学科科目の必修科目は， の履修上の注意 ）学科カリキュラム全般についてを熟読の上，卒業に必要な単位を履修すること。

※選択必修科目については， の表から，各分野の必要単位数を履修すること。
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― ―

年次生

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期に「卒業論文ゼミナール」（学科共通基礎科目，必修 単位）を履修し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「卒業論文ゼミナール」および「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」は， 年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」「キリスト教学入門

Ⅱ」および 年次必修科目「神学アカデミック・スキルズ」の単位を取得していない場合には受講できない。また，「卒

業論文Ⅰ／Ⅱ」は，原則として「卒業論文ゼミナール」の履修を前提とする。「卒業論文ゼミナール」と「卒業論文Ⅰ」

あるいは「卒業論文Ⅱ」を同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けねばならない。

なお，「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科

目（ 単位）と語学科目（ 単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）およ

び選択科目（ 単位）を履修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」・「キリスト教学入門Ⅱ」・「神学アカデミッ

ク・スキルズ」・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計 単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。

また「卒業論文ゼミナール」（ 単位）は卒業年次に履修し，卒業論文の代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出

する。

「キリスト教倫理Ⅰ」（ 単位），「神と人間Ⅰ」（ 単位），「キリスト教と哲学Ⅰ」（ 単位），「キリスト教の歴史Ⅰ・

Ⅱ」（計 単位），「イエス・キリストⅠ」（ 単位），「キリストの教会Ⅰ」（ 単位），「旧約聖書概説」（ 単位），「新約聖

書概説」（ 単位），「シンボルとサクラメントⅠ」（ 単位）を履修し，合計 単位を必修科目として履修する。

選択必修科目（ 単位）は，諸分野から規定単位数以上を履修する。

② 語学カリキュラムについて

語学は，言語教育研究センター開講の「 ・ 」（必修 単位）を履修する。語学科目

選択必修（ 単位）は，哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」の履修が勧められるが，言語の種類を問わない。その他に，必修

以外の言語科目を履修することができる。その場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで，また神学科の選択科目に

単位まで算入することができる。ラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であることを要件

とする。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し，卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する

系の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含める

ことができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

④ 学位取得を希望する学生は， 年次に神学系を選択した上で，学科長と相談すること。

― ―

年次生以降

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期の 月初旬までに『卒業論文提出票』を神学科事務室に提出し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」は， 年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」「キリスト教学入門Ⅱ」および 年次必修科目「神学

アカデミック・スキルズ」の単位を取得していない場合には受講できない。

卒業論文Ⅰあるいは卒業論文Ⅱを同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けなければならな

い。

なお，「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科

目（ 単位）と語学科目（ 単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）およ

び選択科目（ 単位）を履修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」・「キリスト教学入門Ⅱ」・「神学アカデミッ

ク・スキルズ」・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計 単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。

また，卒業論文の代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出する。

「キリスト教倫理Ⅰ」（ 単位），「神と人間Ⅰ」（ 単位），「キリスト教と哲学Ⅰ」（ 単位），「キリスト教の歴史Ⅰ・

Ⅱ」（計 単位），「イエス・キリストⅠ」（ 単位），「キリストの教会Ⅰ」（ 単位），「旧約聖書概説」（ 単位），「新約聖

書概説」（ 単位），「シンボルとサクラメントⅠ」（ 単位）を履修し，合計 単位を必修科目として履修する。

選択必修科目（ 単位）は，諸分野から規定単位数以上を履修する。

② 語学カリキュラムについて

語学は，言語教育研究センター開講の「 ・ 」（必修 単位）を履修する。語学科目

選択必修（ 単位）は，哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」の履修が勧められるが，言語の種類を問わない。その他に，必修

以外の言語科目を履修することができる。その場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで，また神学科の選択科目に

単位まで算入することができる。ラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であることを要件

とする。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し，卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する

系の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含める

ことができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

④ 学位取得を希望する学生は， 年次に神学系を選択した上で，学科長と相談すること。
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神

― ―

年次生

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期に「卒業論文ゼミナール」（学科共通基礎科目，必修 単位）を履修し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「卒業論文ゼミナール」および「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」は， 年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」「キリスト教学入門

Ⅱ」および 年次必修科目「神学アカデミック・スキルズ」の単位を取得していない場合には受講できない。また，「卒

業論文Ⅰ／Ⅱ」は，原則として「卒業論文ゼミナール」の履修を前提とする。「卒業論文ゼミナール」と「卒業論文Ⅰ」

あるいは「卒業論文Ⅱ」を同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けねばならない。

なお，「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科

目（ 単位）と語学科目（ 単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）およ

び選択科目（ 単位）を履修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」・「キリスト教学入門Ⅱ」・「神学アカデミッ

ク・スキルズ」・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計 単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。

また「卒業論文ゼミナール」（ 単位）は卒業年次に履修し，卒業論文の代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出

する。

「キリスト教倫理Ⅰ」（ 単位），「神と人間Ⅰ」（ 単位），「キリスト教と哲学Ⅰ」（ 単位），「キリスト教の歴史Ⅰ・

Ⅱ」（計 単位），「イエス・キリストⅠ」（ 単位），「キリストの教会Ⅰ」（ 単位），「旧約聖書概説」（ 単位），「新約聖

書概説」（ 単位），「シンボルとサクラメントⅠ」（ 単位）を履修し，合計 単位を必修科目として履修する。

選択必修科目（ 単位）は，諸分野から規定単位数以上を履修する。

② 語学カリキュラムについて

語学は，言語教育研究センター開講の「 ・ 」（必修 単位）を履修する。語学科目

選択必修（ 単位）は，哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」の履修が勧められるが，言語の種類を問わない。その他に，必修

以外の言語科目を履修することができる。その場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで，また神学科の選択科目に

単位まで算入することができる。ラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であることを要件

とする。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し，卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する

系の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含める

ことができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

④ 学位取得を希望する学生は， 年次に神学系を選択した上で，学科長と相談すること。

― ―

年次生以降

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期の 月初旬までに『卒業論文提出票』を神学科事務室に提出し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」は， 年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」「キリスト教学入門Ⅱ」および 年次必修科目「神学

アカデミック・スキルズ」の単位を取得していない場合には受講できない。

卒業論文Ⅰあるいは卒業論文Ⅱを同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けなければならな

い。

なお，「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科

目（ 単位）と語学科目（ 単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）およ

び選択科目（ 単位）を履修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」・「キリスト教学入門Ⅱ」・「神学アカデミッ

ク・スキルズ」・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計 単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。

また，卒業論文の代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出する。

「キリスト教倫理Ⅰ」（ 単位），「神と人間Ⅰ」（ 単位），「キリスト教と哲学Ⅰ」（ 単位），「キリスト教の歴史Ⅰ・

Ⅱ」（計 単位），「イエス・キリストⅠ」（ 単位），「キリストの教会Ⅰ」（ 単位），「旧約聖書概説」（ 単位），「新約聖

書概説」（ 単位），「シンボルとサクラメントⅠ」（ 単位）を履修し，合計 単位を必修科目として履修する。

選択必修科目（ 単位）は，諸分野から規定単位数以上を履修する。

② 語学カリキュラムについて

語学は，言語教育研究センター開講の「 ・ 」（必修 単位）を履修する。語学科目

選択必修（ 単位）は，哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」の履修が勧められるが，言語の種類を問わない。その他に，必修

以外の言語科目を履修することができる。その場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで，また神学科の選択科目に

単位まで算入することができる。ラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であることを要件

とする。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し，卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する

系の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含める

ことができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

④ 学位取得を希望する学生は， 年次に神学系を選択した上で，学科長と相談すること。
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― ―

～ 年次生

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期に「卒業論文ゼミナール」（学科共通基礎科目，必修 単位）を履修し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「卒業論文ゼミナール」および「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」は， 年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」「キリスト教学入門

Ⅱ」および 年次必修科目「神学アカデミック・スキルズ」の単位を取得していない場合には受講できない。また，「卒

業論文Ⅰ／Ⅱ」は，原則として「卒業論文ゼミナール」の履修を前提とする。「卒業論文ゼミナール」と「卒業論文Ⅰ」

あるいは「卒業論文Ⅱ」を同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けねばならない。

なお，「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科

目（ 単位）と語学科目（ 単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）およ

び選択科目（ 単位）を履修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」（旧「キリスト教学入門」）・「キリスト教

学入門Ⅱ」（旧「現代世界の中のキリスト教Ⅰ」）・「神学アカデミック・スキルズ」（旧「現代世界の中のキリスト教

Ⅱ」）・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計 単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。また「卒業論

文ゼミナール」（ 単位）は卒業年次に履修する。卒業論文は提出せず，代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出す

る。「キリスト教倫理Ⅰ・Ⅱ」（計 単位），「キリスト教と哲学Ⅰ・Ⅱ」（計 単位），「キリスト教の歴史Ⅰ・Ⅱ」（計 単

位），「旧約聖書概説」（ 単位），「新約聖書概説」（ 単位）を履修し，合計 単位を必修科目として履修する。選択必

修科目（ 単位）は，諸分野から規定単位数以上を履修する。

② 語学カリキュラムについて

語学は，言語教育研究センター開講の「 ・ 」（必修 単位）を履修する。語学科目

選択必修（ 単位）は，哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」の履修が勧められるが，言語の種類を問わない。その他に，必修

以外の言語科目を履修することができる。その場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで，また神学科の選択科目に

単位まで算入することができる。ラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であることを要件

とする。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し，卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する

系の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含める

ことができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

― ―

⑤ 名称変更科目の履修について

名称変更を行った科目は，次のとおり。科目名変更前の科目と変更後の科目とを重複して履修してもいずれか一方

しか卒業単位として認められないため，注意すること。

変更年度 変更前科目名（単位数） 変更後科目名（単位数）

キリスト教文学思想（ ） キリスト教文学倫理思想（ ）

生活と聖書（ ） 聖書と倫理（ ）
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神

― ―

～ 年次生

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期に「卒業論文ゼミナール」（学科共通基礎科目，必修 単位）を履修し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「卒業論文ゼミナール」および「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」は， 年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」「キリスト教学入門

Ⅱ」および 年次必修科目「神学アカデミック・スキルズ」の単位を取得していない場合には受講できない。また，「卒

業論文Ⅰ／Ⅱ」は，原則として「卒業論文ゼミナール」の履修を前提とする。「卒業論文ゼミナール」と「卒業論文Ⅰ」

あるいは「卒業論文Ⅱ」を同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けねばならない。

なお，「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科

目（ 単位）と語学科目（ 単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）およ

び選択科目（ 単位）を履修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」（旧「キリスト教学入門」）・「キリスト教

学入門Ⅱ」（旧「現代世界の中のキリスト教Ⅰ」）・「神学アカデミック・スキルズ」（旧「現代世界の中のキリスト教

Ⅱ」）・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計 単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。また「卒業論

文ゼミナール」（ 単位）は卒業年次に履修する。卒業論文は提出せず，代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出す

る。「キリスト教倫理Ⅰ・Ⅱ」（計 単位），「キリスト教と哲学Ⅰ・Ⅱ」（計 単位），「キリスト教の歴史Ⅰ・Ⅱ」（計 単

位），「旧約聖書概説」（ 単位），「新約聖書概説」（ 単位）を履修し，合計 単位を必修科目として履修する。選択必

修科目（ 単位）は，諸分野から規定単位数以上を履修する。

② 語学カリキュラムについて

語学は，言語教育研究センター開講の「 ・ 」（必修 単位）を履修する。語学科目

選択必修（ 単位）は，哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」の履修が勧められるが，言語の種類を問わない。その他に，必修

以外の言語科目を履修することができる。その場合，全学共通科目の選択科目に 単位まで，また神学科の選択科目に

単位まで算入することができる。ラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であることを要件

とする。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し，卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する

系の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含める

ことができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

― ―

⑤ 名称変更科目の履修について

名称変更を行った科目は，次のとおり。科目名変更前の科目と変更後の科目とを重複して履修してもいずれか一方

しか卒業単位として認められないため，注意すること。

変更年度 変更前科目名（単位数） 変更後科目名（単位数）

キリスト教文学思想（ ） キリスト教文学倫理思想（ ）

生活と聖書（ ） 聖書と倫理（ ）
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― ―

年次生

① 学科カリキュラムは， 年度から導入された以下の前提科目を除き， 年次生～ 年次生の内容に基づく。

前提科目について

年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」（旧「キリスト教学入門」），「キリスト教学入門Ⅱ」（旧「現代世界の中のキ

リスト教Ⅰ」）および 年次必修科目「神学アカデミック・スキルズ」（旧「現代世界の中のキリスト教Ⅱ」）の単位を

取得していない場合には，「卒業論文ゼミナール」および「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」を履修することができない。また，「卒

業論文Ⅰ／Ⅱ」は，原則として「卒業論文ゼミナール」の履修を前提とする。「卒業論文ゼミナール」と「卒業論文Ⅰ」

あるいは「卒業論文Ⅱ」を同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けねばならない。なお，「宣

教実務系」については以下「①学科カリキュラム全般について」で説明している。

② 学位取得を希望する学生は，神学系を選択した上で，学科長と相談すること。

年次生

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期に「卒業論文ゼミナール」（学科共通基礎科目，必修 単位）を履修し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科目（

単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）および選択科目（ 単位）を履

修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」（旧「キリスト教学入門」）・「キリスト教学入門Ⅱ」（旧「現代世界の

中のキリスト教Ⅰ」）・「神学アカデミック・スキルズ」（旧「現代世界の中のキリスト教Ⅱ」）・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計

単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。また「卒業論文ゼミナール」は卒業年次に

履修する。卒業論文は提出せず，代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出する。選択必修科目（ 単位）は，諸

分野から規定単位数以上を履修する。

② 全学共通科目について

外国語科目は原則として言語教育センター開講の「英語」（ 単位）か哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」「ラテン語Ⅱ」あ

わせて 単位を選択履修すること。ただしラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であること

を要件とする。事情によっては学科長の指導の下に，他の外国語（一般外国語および外国人の場合は 開講の日本

語を含む）の履修も認められるが，いずれにせよ，全学共通科目としての外国語は同一言語が 単位以上なければなら

ない。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する系

の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含めるこ

とができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

④ 名称変更科目の履修について

名称変更を行った科目は，次頁のとおり。科目名変更前の科目と変更後の科目とを重複して履修してもいずれか一

― ―

④ 名称変更科目の履修について

名称変更を行った科目は，以下のとおり。科目名変更前の科目と変更後の科目とを重複して履修してもいずれか一

方しか卒業単位として認められないため，注意すること。

変更年度 変更前科目名（単位数） 変更後科目名（単位数）

現代宗教論 宗教学

キリスト教ラテン語Ⅰ キリスト教ラテン語

現代哲学Ⅰ
現代哲学

現代哲学Ⅱ

キリスト教文学思想（ ） キリスト教文学倫理思想（ ）

生活と聖書（ ） 聖書と倫理（ ）

⑤ 履修度が変更となった科目について

カリキュラム変更を行ったことにより，履修度が変更となった科目が存在する。

開講科目担当表は 年次生以降向けに作成しているが，以下の科目を 年次生以前の学生が修得した場合は変更前

の履修度が適用される。履修計画を立てる際は標準配当表も熟読し，各自必要な科目を登録すること。

年次生～ 年次生対象

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

キリスト教倫理Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリスト教と哲学Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリストの教会Ⅰ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

神と人間Ⅰ（罪と原罪）

選択必修科目（神学系・キリスト教倫理系・宣教実務

系）

選択科目（キリスト教文化系）

イエス・キリストⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

シンボルとサクラメントⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

英語による実践キリスト教Ⅰ
選択必修科目（ 年次生以前の神学系）

選択科目（ 年次生の神学系・キリスト教倫理系・キリスト教文化系・宣教実務系）英語による実践キリスト教Ⅱ

⑥ 学位取得を希望する学生は， 年次に神学系を選択した上で，学科長と相談すること。
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神

― ―

年次生

① 学科カリキュラムは， 年度から導入された以下の前提科目を除き， 年次生～ 年次生の内容に基づく。

前提科目について

年次必修科目「キリスト教学入門Ⅰ」（旧「キリスト教学入門」），「キリスト教学入門Ⅱ」（旧「現代世界の中のキ

リスト教Ⅰ」）および 年次必修科目「神学アカデミック・スキルズ」（旧「現代世界の中のキリスト教Ⅱ」）の単位を

取得していない場合には，「卒業論文ゼミナール」および「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」を履修することができない。また，「卒

業論文Ⅰ／Ⅱ」は，原則として「卒業論文ゼミナール」の履修を前提とする。「卒業論文ゼミナール」と「卒業論文Ⅰ」

あるいは「卒業論文Ⅱ」を同一年度に履修する場合は，必ず学科長に連絡の上，指導を受けねばならない。なお，「宣

教実務系」については以下「①学科カリキュラム全般について」で説明している。

② 学位取得を希望する学生は，神学系を選択した上で，学科長と相談すること。

年次生

① 学科カリキュラム全般について

本学科で学ぶ学生は 年次から 年次にかけて学科共通基礎科目（必修）を指定された年次に履修する。

年次から神学系，キリスト教倫理系，キリスト教文化系に分かれ，それぞれの系で選択必修科目（ 単位）を履修

する。系への所属は 年次終了時に神学科事務室に登録する。一旦選んだ系は変更することができない。

選択科目（ 単位）は 年次から履修することができる。

年次秋学期に「卒業論文ゼミナール」（学科共通基礎科目，必修 単位）を履修し，論文執筆の準備をする。

年次に原則として春学期に「卒業論文Ⅰ」，秋学期に「卒業論文Ⅱ」を履修する。休学・留学等やむを得ない事情

がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。指導教員の指導の下に論文執筆をおこなうほか，卒業

論文中間発表および卒業論文審査が課される。

「宣教実務系」には，編入生のみ所属することができる。卒業のために 単位を必要とするが，全学共通科目（

単位）を履修した上で，学科科目から必修科目（ 単位）と選択必修科目（ 単位）および選択科目（ 単位）を履

修する。必修科目のうち「キリスト教学入門Ⅰ」（旧「キリスト教学入門」）・「キリスト教学入門Ⅱ」（旧「現代世界の

中のキリスト教Ⅰ」）・「神学アカデミック・スキルズ」（旧「現代世界の中のキリスト教Ⅱ」）・「卒業論文Ⅰ・Ⅱ」（計

単位）の代わりに「宣教実務基礎演習Ⅰ～Ⅴ」（計 単位）を履修する。また「卒業論文ゼミナール」は卒業年次に

履修する。卒業論文は提出せず，代わりに「課題研究報告書」を学科長に提出する。選択必修科目（ 単位）は，諸

分野から規定単位数以上を履修する。

② 全学共通科目について

外国語科目は原則として言語教育センター開講の「英語」（ 単位）か哲学科開講の「ラテン語Ⅰ」「ラテン語Ⅱ」あ

わせて 単位を選択履修すること。ただしラテン語履修のためには英語プレイスメント・テストで中級以上であること

を要件とする。事情によっては学科長の指導の下に，他の外国語（一般外国語および外国人の場合は 開講の日本

語を含む）の履修も認められるが，いずれにせよ，全学共通科目としての外国語は同一言語が 単位以上なければなら

ない。

③ 選択科目について

選択科目は，キリスト教ラテン語，聖書ギリシア語，聖書ヒブル語などの聖書言語や演習科目，あるいは現代言語

の履修が勧められる。また課程科目（実習は除く），他学部・他学科科目を含めることができる。全学共通科目からは

必修科目を除いて 単位までを神学科の卒業に必要な科目に含めることができる。

所属する系以外の系の科目は選択科目として履修し卒業に必要な科目に含めることができる。ただし，所属する系

の科目を選択科目に登録することはできず，自系の選択必修 単位を超えて履修しても卒業に必要な単位に含めるこ

とができない。

また，開講科目一覧表において，自系と他の系それぞれの選択必修科目欄に同一の科目名称が記載されている場合

は，自系の選択必修科目としての取り扱いとなり，他の系として選択科目に充当することはできない。

④ 名称変更科目の履修について

名称変更を行った科目は，次頁のとおり。科目名変更前の科目と変更後の科目とを重複して履修してもいずれか一

― ―

④ 名称変更科目の履修について

名称変更を行った科目は，以下のとおり。科目名変更前の科目と変更後の科目とを重複して履修してもいずれか一

方しか卒業単位として認められないため，注意すること。

変更年度 変更前科目名（単位数） 変更後科目名（単位数）

現代宗教論 宗教学

キリスト教ラテン語Ⅰ キリスト教ラテン語

現代哲学Ⅰ
現代哲学

現代哲学Ⅱ

キリスト教文学思想（ ） キリスト教文学倫理思想（ ）

生活と聖書（ ） 聖書と倫理（ ）

⑤ 履修度が変更となった科目について

カリキュラム変更を行ったことにより，履修度が変更となった科目が存在する。

開講科目担当表は 年次生以降向けに作成しているが，以下の科目を 年次生以前の学生が修得した場合は変更前

の履修度が適用される。履修計画を立てる際は標準配当表も熟読し，各自必要な科目を登録すること。

年次生～ 年次生対象

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

キリスト教倫理Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリスト教と哲学Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリストの教会Ⅰ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

神と人間Ⅰ（罪と原罪）

選択必修科目（神学系・キリスト教倫理系・宣教実務

系）

選択科目（キリスト教文化系）

イエス・キリストⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

シンボルとサクラメントⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

英語による実践キリスト教Ⅰ
選択必修科目（ 年次生以前の神学系）

選択科目（ 年次生の神学系・キリスト教倫理系・キリスト教文化系・宣教実務系）英語による実践キリスト教Ⅱ

⑥ 学位取得を希望する学生は， 年次に神学系を選択した上で，学科長と相談すること。
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― ―

キリスト教倫理系の学生対象

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

倫理学Ⅰ

選択必修科目（ 年次生以降のキリスト教倫理系）

選択科目（ ～ 年次生のキリスト教倫理系）

倫理学Ⅱ

人間論Ⅰ

人間論Ⅱ

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

神と人間Ⅰ（罪と原罪）

神と人間Ⅱ（創造と救済）

終末論

生活と聖書

モーセ五書

預言者

詩編と知恵

福音書

⑥ 学位取得を希望する学生は，神学系を選択した上で，学科長と相談すること。

― ―

方しか卒業単位として認められないため，注意すること。

変更年度 変更前科目名（単位数） 変更後科目名（単位数）

神と人間Ⅰ（ ） 神と人間Ⅰ（罪と原罪）（ ）

神と人間Ⅱ（ ） 神と人間Ⅱ（創造と救済）（ ）

キリスト教建築（ ） キリスト教建築Ⅰ（ ）

諸宗教と神学（ ） 諸宗教の神学（ ）

キリスト教学入門（ ） キリスト教学入門Ⅰ（ ）

現代世界の中のキリスト教Ⅰ（ ） キリスト教学入門Ⅱ（ ）

現代世界の中のキリスト教Ⅱ（ ） 神学アカデミック・スキルズ（ ）

宣教実務基礎演習Ⅵ（ ） 宣教実務基礎演習Ⅴ（ ）

現代宗教論（ ） 宗教学（ ）

キリスト教ラテン語Ⅰ（ ） キリスト教ラテン語（ ）

現代哲学Ⅰ（ ）
現代哲学（ ）

現代哲学Ⅱ（ ）

キリスト教文学思想（ ） キリスト教文学倫理思想（ ）

生活と聖書（ ） 聖書と倫理（ ）

⑤ 履修度が変更となった科目について

カリキュラム変更を行ったことにより，履修度が変更となった科目が存在する。

開講科目担当表は 年次生以降向けに作成しているが，以下の科目を 年次生以前の学生が修得した場合は変更前

の履修度が適用される。履修計画を立てる際は標準配当表も熟読し，各自必要な科目を登録すること。

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

キリスト教倫理Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリスト教と哲学Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリストの教会Ⅰ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

神と人間Ⅰ（罪と原罪）

選択必修科目（神学系・キリスト教倫理系・宣教実務

系）

※ 年次生～ 年次生のキリスト教倫理系の学生は選択

選択科目（キリスト教文化系）

イエス・キリストⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

シンボルとサクラメントⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

英語による実践キリスト教Ⅰ
選択必修科目（ 年次生以前の神学系）

選択科目（ 年次生の神学系・キリスト教倫理系・キリスト教文化系・宣教実務系）英語による実践キリスト教Ⅱ
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神

― ―

キリスト教倫理系の学生対象

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

倫理学Ⅰ

選択必修科目（ 年次生以降のキリスト教倫理系）

選択科目（ ～ 年次生のキリスト教倫理系）

倫理学Ⅱ

人間論Ⅰ

人間論Ⅱ

古代哲学史

中世哲学史

近世哲学史

神と人間Ⅰ（罪と原罪）

神と人間Ⅱ（創造と救済）

終末論

生活と聖書

モーセ五書

預言者

詩編と知恵

福音書

⑥ 学位取得を希望する学生は，神学系を選択した上で，学科長と相談すること。

― ―

方しか卒業単位として認められないため，注意すること。

変更年度 変更前科目名（単位数） 変更後科目名（単位数）

神と人間Ⅰ（ ） 神と人間Ⅰ（罪と原罪）（ ）

神と人間Ⅱ（ ） 神と人間Ⅱ（創造と救済）（ ）

キリスト教建築（ ） キリスト教建築Ⅰ（ ）

諸宗教と神学（ ） 諸宗教の神学（ ）

キリスト教学入門（ ） キリスト教学入門Ⅰ（ ）

現代世界の中のキリスト教Ⅰ（ ） キリスト教学入門Ⅱ（ ）

現代世界の中のキリスト教Ⅱ（ ） 神学アカデミック・スキルズ（ ）

宣教実務基礎演習Ⅵ（ ） 宣教実務基礎演習Ⅴ（ ）

現代宗教論（ ） 宗教学（ ）

キリスト教ラテン語Ⅰ（ ） キリスト教ラテン語（ ）

現代哲学Ⅰ（ ）
現代哲学（ ）

現代哲学Ⅱ（ ）

キリスト教文学思想（ ） キリスト教文学倫理思想（ ）

生活と聖書（ ） 聖書と倫理（ ）

⑤ 履修度が変更となった科目について

カリキュラム変更を行ったことにより，履修度が変更となった科目が存在する。

開講科目担当表は 年次生以降向けに作成しているが，以下の科目を 年次生以前の学生が修得した場合は変更前

の履修度が適用される。履修計画を立てる際は標準配当表も熟読し，各自必要な科目を登録すること。

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

キリスト教倫理Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリスト教と哲学Ⅱ 必修科目（全ての系）

キリストの教会Ⅰ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

神と人間Ⅰ（罪と原罪）

選択必修科目（神学系・キリスト教倫理系・宣教実務

系）

※ 年次生～ 年次生のキリスト教倫理系の学生は選択

選択科目（キリスト教文化系）

イエス・キリストⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

シンボルとサクラメントⅠ
選択必修科目（神学系・宣教実務系）

選択科目（キリスト教倫理系・キリスト教文化系）

変更年度 対象科目名（単位数） 履修度

英語による実践キリスト教Ⅰ
選択必修科目（ 年次生以前の神学系）

選択科目（ 年次生の神学系・キリスト教倫理系・キリスト教文化系・宣教実務系）英語による実践キリスト教Ⅱ
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― ―

学科科目（選択必修科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

単位（ 年次生）

単位（ 年次生以前）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

【神学系】

選
択
必
修
科
目

＜教義学＞

イエス・キリストⅡ 秋 川 中 仁 ～

キリスト教と哲学Ⅱ 春 ～ 注②

キリスト教倫理Ⅱ 休講 竹 内 修 一 ～ 注②

神と人間Ⅱ（創造と救済） 秋 光 延 一 郎 ～ 名

キリストの教会Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

シンボルとサクラメントⅡ 秋 具 正 謨 ～ 名

終末論 秋 光 延 一 郎 ～ 名

諸宗教の神学 秋 角 田 佑 一 ～ 旧「諸宗教と神学」，隔年開講

カトリックとプロテスタント 休講 角 田 佑 一 ～ 隔年開講

＜哲学＞

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ・ （他）哲学科

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ・ （他）哲学科

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ・ （他）哲学科

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ・ （他）哲学科

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ・ （他）哲学科

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ・ （他）哲学科

宗教哲学 休講 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科，隔年開講

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之 ・ （他）哲学科

中世哲学史 春 佐 藤 直 子 ・ （他）哲学科

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎 ・ （他）哲学科

現代哲学Ａ
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ （他）哲学科，輪講

現代哲学Ｂ
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ （他）哲学科，輪講

＜教会史＞

キリスト教の成立とその時代 春 光 延 一 郎 ～ 名

教父たちの思想 春 海老原 春香 ～ 隔年開講

＜司牧神学＞

教会法概論 春 田 中 昇 ～

宣教学 秋 原 敬 子 ～

【キリスト教倫理系】

選
択
必
修
科
目

＜哲学・神学・聖書＞

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ～ （他）哲学科

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之 ～ （他）哲学科

中世哲学史 春 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

神と人間Ⅱ（創造と救済） 秋 光 延 一 郎 ～ 名

終末論 秋 光 延 一 郎 ～ 名

聖書と倫理 秋 武 田 なほみ ～ 旧「生活と聖書」

モーセ五書 春 佐久間 勤 ～

預言者 休講 月 本 昭 男 ～ 隔年開講

詩編と知恵 秋 佐久間 勤 ～

福音書 秋 田 中 健 三 ～

キリスト教と哲学Ⅱ 春 ～ 注②

キリスト教倫理Ⅱ 休講 竹 内 修 一 ～ 注②

― ―

．開講科目担当表

学科科目（必修科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

単位（ 年次生）

単位（ 年次生以前）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

キリスト教学入門Ⅰ 春
コーディネータ
角 田 佑 一

輪講 旧「キリスト教学入門」

キリスト教学入門Ⅱ 秋 神 学 科 教 員 旧「現代世界の中のキリスト教Ⅰ」

キリスト教倫理Ⅰ 秋 竹 内 修 一 名

キリスト教の歴史Ⅰ 秋 川 村 信 三

神と人間Ⅰ（罪と原罪） 春 光 延 一 郎
注②
神学部生のみ履修可

旧約聖書概説 春 月 本 昭 男 ・

新約聖書概説 秋 川 中 仁 ・

キリスト教と哲学Ⅰ 春

キリスト教の歴史Ⅱ 春 川 村 信 三

イエス・キリストⅠ 春 川 中 仁 注②

キリストの教会Ⅰ 春 川 中 仁 注②

神学アカデミック・スキルズ 春 神 学 科 教 員 旧「現代世界の中のキリスト教Ⅱ」

シンボルとサクラメントⅠ 具 正 謨 名 注②

卒業論文ゼミナール 神 学 科 教 員 ※

卒業論文Ⅰ 春 各 指 導 教 員

卒業論文Ⅱ 春 各 指 導 教 員
「卒業論文Ⅰ」の既履修を条件と
する※

卒業論文Ⅰ 秋 各 指 導 教 員 ※

卒業論文Ⅱ 秋 各 指 導 教 員
「卒業論文Ⅰ」の既履修を条件と
する

宣教実務基礎演習Ⅰ
（旧約聖書研究）

秋 佐久間 勤 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅱ
（新約聖書研究）

春 田 中 健 三 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅲ
（カテキズム研究）

春 原 敬 子 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅳ
（教会の社会教説研究）

春 瀬 本 正 之 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅴ
（神学文献研究）

春 光 延 一 郎 ・
宣教実務系のみ対象
旧「宣教実務基礎演習Ⅵ」

卒業論文ゼミナール 春 神 学 科 教 員 ※

※ 「キリスト教学入門Ⅰ・Ⅱ」および「神学アカデミック・スキルズ」の既修得を条件とする。 年次生より必修科目から外す。

※ 留学・休学等の理由で通常開講期に履修できなかった学生を対象とする。履修登録以前に必ず学科長の指導を受けること。

※ 留学・休学等の理由で 年次秋学期および に卒業論文ゼミナールを履修できなかった学生を対象とする。履修登録以前に必ず学科長
の指導を受けること。
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神

― ―

学科科目（選択必修科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

単位（ 年次生）

単位（ 年次生以前）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

【神学系】

選
択
必
修
科
目

＜教義学＞

イエス・キリストⅡ 秋 川 中 仁 ～

キリスト教と哲学Ⅱ 春 ～ 注②

キリスト教倫理Ⅱ 休講 竹 内 修 一 ～ 注②

神と人間Ⅱ（創造と救済） 秋 光 延 一 郎 ～ 名

キリストの教会Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

シンボルとサクラメントⅡ 秋 具 正 謨 ～ 名

終末論 秋 光 延 一 郎 ～ 名

諸宗教の神学 秋 角 田 佑 一 ～ 旧「諸宗教と神学」，隔年開講

カトリックとプロテスタント 休講 角 田 佑 一 ～ 隔年開講

＜哲学＞

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ・ （他）哲学科

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ・ （他）哲学科

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ・ （他）哲学科

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ・ （他）哲学科

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ・ （他）哲学科

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ・ （他）哲学科

宗教哲学 休講 長 町 裕 司 ・ （他）哲学科，隔年開講

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之 ・ （他）哲学科

中世哲学史 春 佐 藤 直 子 ・ （他）哲学科

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎 ・ （他）哲学科

現代哲学Ａ
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ （他）哲学科，輪講

現代哲学Ｂ
コーディネータ

寺 田 俊 郎
・ （他）哲学科，輪講

＜教会史＞

キリスト教の成立とその時代 春 光 延 一 郎 ～ 名

教父たちの思想 春 海老原 春香 ～ 隔年開講

＜司牧神学＞

教会法概論 春 田 中 昇 ～

宣教学 秋 原 敬 子 ～

【キリスト教倫理系】

選
択
必
修
科
目

＜哲学・神学・聖書＞

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ～ （他）哲学科

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之 ～ （他）哲学科

中世哲学史 春 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

神と人間Ⅱ（創造と救済） 秋 光 延 一 郎 ～ 名

終末論 秋 光 延 一 郎 ～ 名

聖書と倫理 秋 武 田 なほみ ～ 旧「生活と聖書」

モーセ五書 春 佐久間 勤 ～

預言者 休講 月 本 昭 男 ～ 隔年開講

詩編と知恵 秋 佐久間 勤 ～

福音書 秋 田 中 健 三 ～

キリスト教と哲学Ⅱ 春 ～ 注②

キリスト教倫理Ⅱ 休講 竹 内 修 一 ～ 注②

― ―

．開講科目担当表

学科科目（必修科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

単位（ 年次生）

単位（ 年次生以前）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

キリスト教学入門Ⅰ 春
コーディネータ
角 田 佑 一

輪講 旧「キリスト教学入門」

キリスト教学入門Ⅱ 秋 神 学 科 教 員 旧「現代世界の中のキリスト教Ⅰ」

キリスト教倫理Ⅰ 秋 竹 内 修 一 名

キリスト教の歴史Ⅰ 秋 川 村 信 三

神と人間Ⅰ（罪と原罪） 春 光 延 一 郎
注②
神学部生のみ履修可

旧約聖書概説 春 月 本 昭 男 ・

新約聖書概説 秋 川 中 仁 ・

キリスト教と哲学Ⅰ 春

キリスト教の歴史Ⅱ 春 川 村 信 三

イエス・キリストⅠ 春 川 中 仁 注②

キリストの教会Ⅰ 春 川 中 仁 注②

神学アカデミック・スキルズ 春 神 学 科 教 員 旧「現代世界の中のキリスト教Ⅱ」

シンボルとサクラメントⅠ 具 正 謨 名 注②

卒業論文ゼミナール 神 学 科 教 員 ※

卒業論文Ⅰ 春 各 指 導 教 員

卒業論文Ⅱ 春 各 指 導 教 員
「卒業論文Ⅰ」の既履修を条件と
する※

卒業論文Ⅰ 秋 各 指 導 教 員 ※

卒業論文Ⅱ 秋 各 指 導 教 員
「卒業論文Ⅰ」の既履修を条件と
する

宣教実務基礎演習Ⅰ
（旧約聖書研究）

秋 佐久間 勤 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅱ
（新約聖書研究）

春 田 中 健 三 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅲ
（カテキズム研究）

春 原 敬 子 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅳ
（教会の社会教説研究）

春 瀬 本 正 之 ・ 宣教実務系のみ対象

宣教実務基礎演習Ⅴ
（神学文献研究）

春 光 延 一 郎 ・
宣教実務系のみ対象
旧「宣教実務基礎演習Ⅵ」

卒業論文ゼミナール 春 神 学 科 教 員 ※

※ 「キリスト教学入門Ⅰ・Ⅱ」および「神学アカデミック・スキルズ」の既修得を条件とする。 年次生より必修科目から外す。

※ 留学・休学等の理由で通常開講期に履修できなかった学生を対象とする。履修登録以前に必ず学科長の指導を受けること。

※ 留学・休学等の理由で 年次秋学期および に卒業論文ゼミナールを履修できなかった学生を対象とする。履修登録以前に必ず学科長
の指導を受けること。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

新約聖書Ⅰ 春 川 中 仁 ～

新約聖書Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

モーセ五書 春 佐久間 勤 ～

預言者 休講 月 本 昭 男 ～ 隔年開講

聖書考古学 秋 月 本 昭 男 ～

詩編と知恵 秋 佐久間 勤 ～

福音書 秋 田 中 健 三 ～

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 春 田 中 健 三 ～

パウロ 春 田 中 健 三 ～

【宣教実務系】

選
択
必
修
科
目

＜哲学＞（ 単位）

自然科学とキリスト教Ⅰ 春 瀨 本 正 之 ～

自然科学とキリスト教Ⅱ 秋 瀨 本 正 之 ～

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ～ （他）哲学科

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ （他）哲学科

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ～ （他）哲学科

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ～ （他）哲学科

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之 ～ （他）哲学科

中世哲学史 春 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

現代哲学Ａ
コーディネータ

寺田 俊郎
～ （他）哲学科，輪講

現代哲学Ｂ
コーディネータ

寺田 俊郎
～ （他）哲学科，輪講

＜旧約聖書＞（ 単位）

旧約聖書Ⅰ 春 月 本 昭 男 ～

旧約聖書Ⅱ 秋 月 本 昭 男 ～

モーセ五書 春 佐久間 勤 ～

預言者 休講 月 本 昭 男 ～ 隔年開講

詩編と知恵 秋 佐久間 勤 ～

聖書考古学 秋 月 本 昭 男 ～

＜新約聖書＞（ 単位）

新約聖書Ⅰ 春 川 中 仁 ～

新約聖書Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

福音書 秋 田 中 健 三 ～

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 春 田 中 健 三 ～

パウロ 春 田 中 健 三 ～

＜教義神学＞（ 単位）

イエス・キリストⅡ 秋 川 中 仁 ～

神と人間Ⅱ（創造と救済） 秋 光 延 一 郎 ～ 名

キリストの教会Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

シンボルとサクラメントⅡ 秋 具 正 謨 ～ 名

終末論 秋 光 延 一 郎 ～ 名

諸宗教の神学 秋 角 田 佑 一 ～ 旧「諸宗教と神学」，隔年開講

カトリックとプロテスタント 休講 角 田 佑 一 ～ 隔年開講

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

＜いのちの倫理＞

性の倫理 休講 竹 内 修 一 ～ 名

倫理神学の諸問題 秋 竹 内 修 一 ～

パストラル・ケア 春 武 田 なほみ ～

宗教学 春 角 田 祐 一 ～ 名 旧「現代宗教論」

倫理と霊性 休講 片 山 はるひ ～

生圏の倫理 秋 瀨 本 正 之 ～

ボランティア論 春 漆 原 比呂志 ～ 名

スピリチュアリティとケア実践 秋 伊 藤 高 章 ～

＜社会倫理＞

道徳哲学 春 ～ 哲学科「人間論Ⅱ」と合併

カトリック社会思想 秋 小 山 英 之 ～

民族関係論 秋 小 山 英 之 ～ 名

平和学 春 小 山 英 之 ～

政治と宗教 休講 ～

キリスト教とコミュニケーション 春 ～

経済・経営の倫理 秋 プテンカラム ジョン ジョセフ ～ （他）経営学科

国際政治経済論（経済学的ア

プローチ）
休講 下 川 雅 嗣 ～ （他）総合グローバル学科旧「国際政治経済論 」

国際政治経済論（経済学的ア

プローチ）
秋 下 川 雅 嗣 ～ （他）総合グローバル学科旧「国際政治経済論 」

アイルランド研究 休講 小 山 英 之 ～
（他）外国語学部［ 名］

旧「アイルランド研究 」

【キリスト教文化系】

選
択
必
修
科
目

＜思想＞

悪の思想史 休講 ～ 名

愛とケアの思想史 休講 ～ 名

宗教史 春 角 田 佑 一 ～

霊性の歴史 秋 森 裕 子 ～

キリスト教と哲学Ⅱ 春 ～ 注②

キリスト教倫理Ⅱ 休講 竹 内 修 一 ～ 注②

自然科学とキリスト教Ⅰ 春 瀨 本 正 之 ～

自然科学とキリスト教Ⅱ 秋 瀨 本 正 之 ～

キリスト教文学倫理思想 秋 片 山 はるひ ～ 隔年開講 旧「キリスト教文学思想」

聖書と倫理 秋 武 田 なほみ ～ 旧「生活と聖書」

キリスト教とコミュニケーション 春 ～

アイルランド研究 秋 小 山 英 之 ～
（他）外国語学部

旧「アイルランド研究 」

＜芸術＞

キリスト教文学Ⅰ 春 片 山 はるひ ～ 隔年開講

キリスト教文学Ⅱ 休講 片 山 はるひ ～ 隔年開講

西洋美術史 春 安藤 さやか ～ （他）史学科，隔年開講

教会音楽Ⅰ

（歴史でたどる教会音楽）
春 宮 越 俊 光 ～ 名

教会音楽Ⅱ

（典礼のテーマで学ぶ教会音楽）
秋 宮 越 俊 光 ～ 名

キリスト教と音楽芸術Ⅰ 春 森 裕 子 ～ 名

キリスト教と音楽芸術Ⅱ 秋 森 裕 子 ～ 名

キリスト教建築Ⅰ 春 具 正 謨 ～ 名 旧「キリスト教建築」

キリスト教建築Ⅱ 秋 具 正 謨 ～ 名

キリスト教の礼拝 休講 具 正 謨 ～ 名

典礼の歴史と霊性 秋 石 井 祥 裕 ～

キリスト教の美術Ⅰ 春 保 坂 ひろみ ～ 名

キリスト教の美術Ⅱ 秋 保 坂 ひろみ ～ 名

＜聖書＞

旧約聖書Ⅰ 春 月 本 昭 男 ～

旧約聖書Ⅱ 秋 月 本 昭 男 ～
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

新約聖書Ⅰ 春 川 中 仁 ～

新約聖書Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

モーセ五書 春 佐久間 勤 ～

預言者 休講 月 本 昭 男 ～ 隔年開講

聖書考古学 秋 月 本 昭 男 ～

詩編と知恵 秋 佐久間 勤 ～

福音書 秋 田 中 健 三 ～

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 春 田 中 健 三 ～

パウロ 春 田 中 健 三 ～

【宣教実務系】

選
択
必
修
科
目

＜哲学＞（ 単位）

自然科学とキリスト教Ⅰ 春 瀨 本 正 之 ～

自然科学とキリスト教Ⅱ 秋 瀨 本 正 之 ～

認識論Ⅰ 春 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

認識論Ⅱ 秋 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

倫理学Ⅰ 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

倫理学Ⅱ 秋 寺 田 俊 郎 ～ （他）哲学科

人間論Ⅰ 秋 鈴 木 伸 国 ～ （他）哲学科

自然神学Ⅰ 春 長 町 裕 司 ～ （他）哲学科

自然神学Ⅱ 秋 長 町 裕 司 ～ （他）哲学科

形而上学Ⅰ 長 町 裕 司 ～ （他）哲学科

形而上学Ⅱ 秋 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

古代哲学史 秋 荻 野 弘 之 ～ （他）哲学科

中世哲学史 春 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

近世哲学史 秋 大 橋 容一郎 ～ （他）哲学科

現代哲学Ａ
コーディネータ

寺田 俊郎
～ （他）哲学科，輪講

現代哲学Ｂ
コーディネータ

寺田 俊郎
～ （他）哲学科，輪講

＜旧約聖書＞（ 単位）

旧約聖書Ⅰ 春 月 本 昭 男 ～

旧約聖書Ⅱ 秋 月 本 昭 男 ～

モーセ五書 春 佐久間 勤 ～

預言者 休講 月 本 昭 男 ～ 隔年開講

詩編と知恵 秋 佐久間 勤 ～

聖書考古学 秋 月 本 昭 男 ～

＜新約聖書＞（ 単位）

新約聖書Ⅰ 春 川 中 仁 ～

新約聖書Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

福音書 秋 田 中 健 三 ～

ヨハネ福音書と初代教会の諸文書 春 田 中 健 三 ～

パウロ 春 田 中 健 三 ～

＜教義神学＞（ 単位）

イエス・キリストⅡ 秋 川 中 仁 ～

神と人間Ⅱ（創造と救済） 秋 光 延 一 郎 ～ 名

キリストの教会Ⅱ 秋 川 中 仁 ～

シンボルとサクラメントⅡ 秋 具 正 謨 ～ 名

終末論 秋 光 延 一 郎 ～ 名

諸宗教の神学 秋 角 田 佑 一 ～ 旧「諸宗教と神学」，隔年開講

カトリックとプロテスタント 休講 角 田 佑 一 ～ 隔年開講

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

＜いのちの倫理＞

性の倫理 休講 竹 内 修 一 ～ 名

倫理神学の諸問題 秋 竹 内 修 一 ～

パストラル・ケア 春 武 田 なほみ ～

宗教学 春 角 田 祐 一 ～ 名 旧「現代宗教論」

倫理と霊性 休講 片 山 はるひ ～

生圏の倫理 秋 瀨 本 正 之 ～

ボランティア論 春 漆 原 比呂志 ～ 名

スピリチュアリティとケア実践 秋 伊 藤 高 章 ～

＜社会倫理＞

道徳哲学 春 ～ 哲学科「人間論Ⅱ」と合併

カトリック社会思想 秋 小 山 英 之 ～

民族関係論 秋 小 山 英 之 ～ 名

平和学 春 小 山 英 之 ～

政治と宗教 休講 ～

キリスト教とコミュニケーション 春 ～

経済・経営の倫理 秋 プテンカラム ジョン ジョセフ ～ （他）経営学科

国際政治経済論（経済学的ア

プローチ）
休講 下 川 雅 嗣 ～ （他）総合グローバル学科旧「国際政治経済論 」

国際政治経済論（経済学的ア

プローチ）
秋 下 川 雅 嗣 ～ （他）総合グローバル学科旧「国際政治経済論 」

アイルランド研究 休講 小 山 英 之 ～
（他）外国語学部［ 名］

旧「アイルランド研究 」

【キリスト教文化系】

選
択
必
修
科
目

＜思想＞

悪の思想史 休講 ～ 名

愛とケアの思想史 休講 ～ 名

宗教史 春 角 田 佑 一 ～

霊性の歴史 秋 森 裕 子 ～

キリスト教と哲学Ⅱ 春 ～ 注②

キリスト教倫理Ⅱ 休講 竹 内 修 一 ～ 注②

自然科学とキリスト教Ⅰ 春 瀨 本 正 之 ～

自然科学とキリスト教Ⅱ 秋 瀨 本 正 之 ～

キリスト教文学倫理思想 秋 片 山 はるひ ～ 隔年開講 旧「キリスト教文学思想」

聖書と倫理 秋 武 田 なほみ ～ 旧「生活と聖書」

キリスト教とコミュニケーション 春 ～

アイルランド研究 秋 小 山 英 之 ～
（他）外国語学部

旧「アイルランド研究 」

＜芸術＞

キリスト教文学Ⅰ 春 片 山 はるひ ～ 隔年開講

キリスト教文学Ⅱ 休講 片 山 はるひ ～ 隔年開講

西洋美術史 春 安藤 さやか ～ （他）史学科，隔年開講

教会音楽Ⅰ

（歴史でたどる教会音楽）
春 宮 越 俊 光 ～ 名

教会音楽Ⅱ

（典礼のテーマで学ぶ教会音楽）
秋 宮 越 俊 光 ～ 名

キリスト教と音楽芸術Ⅰ 春 森 裕 子 ～ 名

キリスト教と音楽芸術Ⅱ 秋 森 裕 子 ～ 名

キリスト教建築Ⅰ 春 具 正 謨 ～ 名 旧「キリスト教建築」

キリスト教建築Ⅱ 秋 具 正 謨 ～ 名

キリスト教の礼拝 休講 具 正 謨 ～ 名

典礼の歴史と霊性 秋 石 井 祥 裕 ～

キリスト教の美術Ⅰ 春 保 坂 ひろみ ～ 名

キリスト教の美術Ⅱ 秋 保 坂 ひろみ ～ 名

＜聖書＞

旧約聖書Ⅰ 春 月 本 昭 男 ～

旧約聖書Ⅱ 秋 月 本 昭 男 ～
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学科科目（選択科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

単位（ 年次生以前）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

＜古典語・現代外国語＞

キリスト教ラテン語 春 平 林 冬 樹 ～ 旧「キリスト教ラテン語Ⅰ」

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

ラテン語Ⅱ 春 芝 元・ 村 上 ～ （他）哲学科

ラテン語Ⅱ 秋 芝 元・ 村 上 ～ （他）哲学科

聖書ギリシア語Ⅰ 春 田 中 健 三 ～

聖書ギリシア語Ⅱ 秋 田 中 健 三 ～

聖書ヒブル語Ⅰ 春 髙 橋 洋 成 ～

聖書ヒブル語Ⅱ 秋 髙 橋 洋 成 ～

聖書ギリシア語原典研究Ⅰ

（物語文学の講読）
休講 田 中 健 三 ～ 隔年開講

聖書ギリシア語原典研究Ⅱ

（書簡文学の講読）
休講 田 中 健 三 ～ 隔年開講

聖書ヒブル語原典研究Ⅰ

（物語テキストの講読）
春 佐久間 勤 ～

聖書ヒブル語原典研究Ⅱ

（韻文テキストの講読）
秋 佐久間 勤 ～

（英語による典礼神学）
春 ～ ○

英語による実践キリスト教Ⅰ 秋 ～ ○ 注① 隔年開講

英語による実践キリスト教Ⅱ 休講 ～ ○ 注① 隔年開講

その他外国語 ～参照

＜教職課程＞

宗教科教育法Ⅰ 秋 武 田 なほみ ～

宗教科教育法Ⅱ 原 敬 子 ～

宗教科教育法Ⅲ 春 武 田 なほみ ～

宗教科教育法Ⅳ 秋 小 林 由 加 ～

法律学 春 土 屋 志 穂 ～

社会学 秋 吉 川 ま み ～

注① 年次生以前の神学系の学生が履修した場合，選択必修となる。

注② 年度より，履修度が変更された。 年次生以前の学生については，履修上の注意記載「履修度が変更となった科目について」
を確認すること。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

＜実践神学＞（ 単位）

霊性の歴史 秋 森 裕 子 ～

典礼の歴史と霊性 秋 石 井 祥 裕 ～

教会法概論 春 田 中 昇 ～

宣教学 秋 原 敬 子 ～

性の倫理 休講 竹 内 修 一 ～ 名

キリスト教の礼拝 休講 具 正 謨 ～ 名

教会音楽Ⅰ

（歴史でたどる教会音楽）
春 宮 越 俊 光 ～ 名

教会音楽Ⅱ

（典礼のテーマで学ぶ教会音楽）
秋 宮 越 俊 光 ～ 名

パストラル・ケア 春 武 田 なほみ ～

ボランティア論 春 漆 原 比呂志 ～ 名

キリスト教文学Ⅰ 春 片 山 はるひ ～ 隔年開講

キリスト教文学Ⅱ 休講 片 山 はるひ ～ 隔年開講

キリスト教と音楽芸術Ⅰ 春 森 裕 子 ～ 名

キリスト教と音楽芸術Ⅱ 秋 森 裕 子 ～ 名

キリスト教の美術Ⅰ 春 保 坂 ひろみ ～ 名

キリスト教の美術Ⅱ 秋 保 坂 ひろみ ～ 名

スピリチュアリティとケア実践 秋 伊 藤 高 章 ～

※宣教実務系の選択必修科目については， 年度まで別表を用いていたが， 年度より開講科目担当表に記載することとした。

※以下の科目については科目が削除されているが，修得済の者については，修得年次の取り扱いのままである。

年度まで開講 哲学思想史Ⅰ，哲学思想史Ⅱ

年度まで開講 聖書と音楽，グレゴリオ聖歌と典礼音楽

※以下の科目を 年次生以前の学生が履修した場合には，〈教義神学〉分野の変更前の選択必修科目として取り扱われる。

「イエス・キリストⅠ」，「神と人間Ⅰ（罪と原罪）」，「キリストの教会Ⅰ」，「シンボルとサクラメントⅠ」
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学科科目（選択科目）・・・ 単位（ 年次生以降）

単位（ 年次生以前）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

＜古典語・現代外国語＞

キリスト教ラテン語 春 平 林 冬 樹 ～ 旧「キリスト教ラテン語Ⅰ」

ラテン語Ⅰ 春 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

ラテン語Ⅰ 秋 佐 藤 直 子 ～ （他）哲学科

ラテン語Ⅱ 春 芝 元・ 村 上 ～ （他）哲学科

ラテン語Ⅱ 秋 芝 元・ 村 上 ～ （他）哲学科

聖書ギリシア語Ⅰ 春 田 中 健 三 ～

聖書ギリシア語Ⅱ 秋 田 中 健 三 ～

聖書ヒブル語Ⅰ 春 髙 橋 洋 成 ～

聖書ヒブル語Ⅱ 秋 髙 橋 洋 成 ～

聖書ギリシア語原典研究Ⅰ

（物語文学の講読）
休講 田 中 健 三 ～ 隔年開講

聖書ギリシア語原典研究Ⅱ

（書簡文学の講読）
休講 田 中 健 三 ～ 隔年開講

聖書ヒブル語原典研究Ⅰ

（物語テキストの講読）
春 佐久間 勤 ～

聖書ヒブル語原典研究Ⅱ

（韻文テキストの講読）
秋 佐久間 勤 ～

（英語による典礼神学）
春 ～ ○

英語による実践キリスト教Ⅰ 秋 ～ ○ 注① 隔年開講

英語による実践キリスト教Ⅱ 休講 ～ ○ 注① 隔年開講

その他外国語 ～参照

＜教職課程＞

宗教科教育法Ⅰ 秋 武 田 なほみ ～

宗教科教育法Ⅱ 原 敬 子 ～

宗教科教育法Ⅲ 春 武 田 なほみ ～

宗教科教育法Ⅳ 秋 小 林 由 加 ～

法律学 春 土 屋 志 穂 ～

社会学 秋 吉 川 ま み ～

注① 年次生以前の神学系の学生が履修した場合，選択必修となる。

注② 年度より，履修度が変更された。 年次生以前の学生については，履修上の注意記載「履修度が変更となった科目について」
を確認すること。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

＜実践神学＞（ 単位）

霊性の歴史 秋 森 裕 子 ～

典礼の歴史と霊性 秋 石 井 祥 裕 ～

教会法概論 春 田 中 昇 ～

宣教学 秋 原 敬 子 ～

性の倫理 休講 竹 内 修 一 ～ 名

キリスト教の礼拝 休講 具 正 謨 ～ 名

教会音楽Ⅰ

（歴史でたどる教会音楽）
春 宮 越 俊 光 ～ 名

教会音楽Ⅱ

（典礼のテーマで学ぶ教会音楽）
秋 宮 越 俊 光 ～ 名

パストラル・ケア 春 武 田 なほみ ～

ボランティア論 春 漆 原 比呂志 ～ 名

キリスト教文学Ⅰ 春 片 山 はるひ ～ 隔年開講

キリスト教文学Ⅱ 休講 片 山 はるひ ～ 隔年開講

キリスト教と音楽芸術Ⅰ 春 森 裕 子 ～ 名

キリスト教と音楽芸術Ⅱ 秋 森 裕 子 ～ 名

キリスト教の美術Ⅰ 春 保 坂 ひろみ ～ 名

キリスト教の美術Ⅱ 秋 保 坂 ひろみ ～ 名

スピリチュアリティとケア実践 秋 伊 藤 高 章 ～

※宣教実務系の選択必修科目については， 年度まで別表を用いていたが， 年度より開講科目担当表に記載することとした。

※以下の科目については科目が削除されているが，修得済の者については，修得年次の取り扱いのままである。

年度まで開講 哲学思想史Ⅰ，哲学思想史Ⅱ

年度まで開講 聖書と音楽，グレゴリオ聖歌と典礼音楽

※以下の科目を 年次生以前の学生が履修した場合には，〈教義神学〉分野の変更前の選択必修科目として取り扱われる。

「イエス・キリストⅠ」，「神と人間Ⅰ（罪と原罪）」，「キリストの教会Ⅰ」，「シンボルとサクラメントⅠ」
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